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６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

本研究は，インターネット上で行われる，VoIP 通話に偽装されたサービス妨害攻撃により，アプ

リケーションが被る品質劣化を分析し，いたずら電話数(不正 VoIP 通話数)とアプリケーション品質

劣化の関係を明らかにするものである． 

まず，東京工業大学山岡研究室が保有する，ルータ，スイッチ，クライアント PC，回線帯域制御

装置，などを，イーサネットケーブルで相互接続し，本研究で用いる，インターネットとは切り離

された独立実験ネットワーク(図 1)を構築した． 

次に，構築された実験ネットワークに対して，様々なアプリケーション存在環境で VoIP セッシ

ョンを順次収容していき，各状況でネットワークに生じるパケットロス率や遅延増加などの QoS 劣

化，及びアプリケーションに生じる QoS 劣化を測定する．また，VoIP で用いるコーデックを変更

し，異なるコーデックによりネットワークやアプリケーションに生じる QoS 劣化特性の変化も，合

わせて測定することで，収容 VoIP セッション数とネットワークおよびアプリケーションの QoS 劣

化特性の関係を導出する． 

 図 1 の実験環境において，以下の手順で VoIP セッション最大収容数の測定を行った． 

1. 帯域計測ツールである iperf を用いて，背景アプリケーショントラヒックを発生させる． 

2. VoIP クライアントである SIPp により，送受信機間に一定本数の VoIP セッションを確立する． 

3. 1 分間 VoIP トラヒックを観測する． 

4. 一定の QoS を満足する場合，送受信機間の VoIP セッションを増加させ，3 に戻る． 
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（研究成果のつづき） 

5. QoS を満たさなくなった時点の VoIP セッション数を，利用可能回線帯域における VoIP セッシ

ョン最大収容数とする． 

実験の結果，利用可能回線帯域と実際の VoIP セッション最大収容数の関係は，予想に反し，音声

コーデックの混在比によらず直線の関係となった．実験結果が想定と異なる結果となった原因を調

査した結果，送受信機のネットワークインターフェースがボトルネックである可能性が高いことが

判明した． 

なお，本研究に関する成果発表を，平成 28 年 9 月 20 日に北海道大学情報基盤センター南館で開

催された第 1 回先端ネットワーク技術に関するワークショップにて行っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図 1  実験環境               図 2 実験結果 
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